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「唾液」の役割について
城里町歯科医師会

　唾液により咀嚼、嚥下がしやすくなり、食べ物
の味をよく感じることができます。また、熱いも
のや冷たいもの、辛いもの、すっぱいもの、魚の
骨のような硬いものなどの刺激が直接伝わるのを
和らげ、口の中が傷つくのを防止します。唾液が
少なくなると、入れ歯もうまく機能しません。

　口の中のph（酸性の度合いを示す単位）が下がる
のを和らげます。食べ物の大半は、酸性（アルカ
リ性のものはおいしくない）なので食事中や食後
の口の中は酸性になり、歯の表面からミネラルが
溶け出しています（もちろん顕微鏡レベルの話で
あって、これをもって歯が溶けていることにはな
りません）。これを唾液中のミネラルが補っている
のです（歯の再石灰化）。

　唾液中には、リゾチームやラクトフェリンなど
の抗菌物質、アミラーゼなどの消化酵素が含まれ
ています。これらにより、口内の環境を整え、防
衛機能が向上します。

　１日に１～1.5リットル分泌される唾液ですが、
その量は年齢が上がるにつれて減少します。唾液
腺を刺激することで、分泌量は増えます。唾液腺
を直接刺激（耳の下と下あごの内側）するのもいい
方法ですが、おいしいもの
をよく噛んで楽しく食事が
できたら、それが一番かと
思います。大きな口をあけ
て歌うカラオケやおしゃべ
りもいい刺激になるはずで
す。

　「唾液」には、風邪薬にも使われる抗菌酵素リゾチーム、ラクトフェリンや感染予防に役立つＩｇＡ（ア
イ・ジー・エー）、発がん物質を抑制するペルオキシダーゼなどの強力な消毒作用と毒消しの効果が含ま
れています。今回は「唾液」の役割について、掘り下げて説明します。
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